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本資料の扱いについてのご注意

• 日本版ナッジ・ユニットBESTには、米国の公衆衛生大
学院を修了したスタッフがいますが、本資料は公衆
衛生上の観点で何らかの見解を示したり、議論をし
たりするためのものではありません。
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はじめに

• まず、一つひとつの取組をしっかりと積み重ねていく
ことが大事（ナッジ単独で何でも上手くいくわけでは
ない）。

• その上で、既存の施策を補完し、その実効性・効率
性を向上させる目的で国際的に活用されるように
なってきている「ナッジ」の活用を政策オプションの１
つとして検討する。

• ここでは、身近でイメージしやすく、誰にでもできる取
組として、「手洗い」について考えてみることにしたい。

※日本版ナッジ・ユニットBESTには、米国の公衆衛生大学院を修了したスタッフがいますが、本資
料は公衆衛生上の観点で何らかの見解を示したり、議論をしたりするためのものではありません。
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○図の出典：Michael Hallsworth (March 4, 2020) Handwashing Can Stop a Virus—So Why Don’t We Do It?
<https://behavioralscientist.org/handwashing-can-stop-a-virus-so-why-dont-we-do-it-coronavirus-covid-19/>

※日本版ナッジ・ユニットBESTには、米国の公衆衛生大学院を修了したスタッフがいますが、本資
料は公衆衛生上の観点で何らかの見解を示したり、議論をしたりするためのものではありません。

どうして手を洗わないの？（行動分析）

マスクが注目を集めている（何か
対策すると、それで十分だと思っ
て他の対策がおろそかになる）

意識と行動の間の乖離（行動す
る意識はあっても実際には、忙し
すぎたり、疲れすぎたり・・・）

石けんや衛生用品
が利用できない

認識の欠如（「そ
れで本当にウイ
ルスをとめられ
るの？」）
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トイレの手洗い実験（英国）

• 高速道路のサービスエリアのトイレで実験。

• 無線センサを使ってトイレの利用者数（約200,000人）
と石けん利用者数を把握。

• 「soap（石けん）」を含むテキストだけのメッセージを
様々用意し、それらを掲示することで、石けんの利用
率がどう変わるかを調査。

○出典：Judah et al. Experimental Pretesting of Hand-Washing Interventions in a Natural Setting. Am J Public Health. 2009;99:S405–S411.
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○出典：Judah et al. Experimental Pretesting of Hand-Washing Interventions in a Natural Setting. Am J Public Health. 2009;99:S405–S411.

男性（英国での調査）

石けん利用率

表示無しの場
合からの相対
増加率（この数
字の見方として、
もともとの石け
ん利用率が低
いため、実際の
石けん利用率
の絶対値の増
加分に比べて
大きく変化した
ように見え得る
ことに留意）

統制群（表
示無し）

となりの人は石けんで手を
洗っていますか

石けんで
手を洗い
ましょう

P値

「石けんで
手を洗いま
しょう」に似
た文字列

同じカテゴリー
に区分 され る
メッセージであっ
ても表現によっ
て効果が異なる

石けん利用率は
31～32％から
最大36％に増加

原著論文によると、異なるカテゴリー間での統計的有意差は
検出されなかったとあり、各メッセージが表示無しの場合と比
較して効果があったかはわかるが、メッセージ間の効果の優
劣まではわからないことに留意
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○出典：Judah et al. Experimental Pretesting of Hand-Washing Interventions in a Natural Setting. Am J Public Health. 2009;99:S405–S411.

女性（英国での調査）

石けん利用率

統制群（表示無
し）からの相対
増加率

統制群（表
示無し）

となりの人は石けんで手を
洗っていますか

石けんで
手を洗い
ましょう

P値

「石けんで手
を洗いましょ
う」に似た文
字列でも同程
度の効果（あ
まりよく見てい
ない？）

同じカテゴリー
に区分 され る
メッセージであっ
ても表現によっ
て効果が異なる

原著論文によると、異なるカテゴリー間での統計的有意差は
検出されなかったとあり、各メッセージが表示無しの場合と比
較して効果があったかはわかるが、メッセージ間の効果の優
劣まではわからないことに留意

石けん利用率は
65％から

最大72％に増加
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原著論文によると、異
なるカテゴリー間での
統計的有意差は検出
されていないものの、
性別によってどのカテ
ゴリーのメッセージが
より効果が高い傾向
にあるかについて、異
なる傾向が見られる

「石けんで手を洗い
ましょう」というシン
プルかつストレート
なメッセージも一定
の効果有り

しかし、同じカテゴリー
に区分されるメッセー
ジであっても効果の有
無に違いが見られた
ことから、このカテゴ
リーであれば効果が
有る・無いまたは高
い・低いとは一概には
決められないことに留
意が必要

メッセージ間で効果に
あまり大きな違いが見
られないのであれば、
メッセージの受け手が
誰か、また、その受容
性も考慮してどのナッ
ジメッセージを活用す
るか検討すべきでは
ないか

「となりの人は石けんで手を洗っていますか」VS「石けんで手を洗いましょう」？

○出典：Judah et al. Experimental Pretesting of Hand-Washing Interventions in a Natural Setting. Am J Public Health. 2009;99:S405–S411.
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英国では国内での感染が確認された後、手洗いを呼びかけるポスターの表
現について調査を実施し、効果的であった表現を採用（EBPMの観点）

○出典：https://twitter.com/mchisambi/status/1237400296084692992

※日本版ナッジ・ユニットBESTには、米国の公衆衛生大学院を修了したスタッフがいますが、本資
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論点

• こうした事態においても、EBPMの原則に則り、施策をいきなり全国展開す
る前に小規模で実験をして効果を確認することを徹底すべきなのか（そも
そも社会実験が許容されるのか）。

• あるいは、一定程度効果が確認されているエビデンスに基づいて、まずは
何より施策を展開し、実施しながら効果を検証してPDCAを回し、常に改善
に努めていくべきなのか。

• はたまた、ケースバイケースで両者を上手く使い分けるのが良いのか（そ
うは言っても具体的にどうすべきか判断が難しいこともしばしばあり、どう
いう判断が良かったのかは事後的な検証によらざるを得ない側面もある）。

• いずれにしても、施策の受け手にとって、より望ましい行動をとることが容
易になるような「後押し」となるナッジを、受容性や倫理面に配慮しながら
実施していくことが重要。


